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令和３年 第２回 東神楽町農業委員会総会議事録 
 
１．日時 平成３年２月２４日（水） １５時００分 から １５時５３分 
２．開催場所 東神楽町役場 ２階 研修室１ 
３．出席委員 １２名   
 会長 １２番 小足 幸久 
 会長職務代理 １番 島田 謹介 
   ２番 蒔田 義仁 
   ３番 前田 哲也 
   ４番 伴野 善清 
   ５番 野々瀬 浩司 
   ６番 岸本 昌延 
   ７番 大柿  誠 
   ８番 安藤 有一 
   ９番 栗本 豊美 
  １０番 伊藤 伸也 
  １１番 藤田 尚弘 
    
４．欠席委員    

 
５．議事日程 
 第１ 会議録署名委員の指名について 
 第２ 報告第１号 農業委員会の概況報告について 
 第３ 報告第２号 農地法第５条第 1 項第７号の規定による届出について 
 第４ 報告第３号 農地法第６条第１項の規定に基づく農地所有適格法人の定期報告について 
 第５ 議案第 1 号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 
 第６ 議案第２号 農地法第３条の規定による許可申請について 
 第７ 議案第３号 農業経営基盤強化法促進法第１８条第１項の規定による農用地利用集積計画の決

定について 
 第８ 議案第４号 あっせん委員の指名について 
 第９ その他  
    

 
６．農業委員会事務局職員 
 事務局長 長野 泰定 
 主事 土田 洸佑 
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開会 
事務局長 それでは大変皆さん、お疲れ様です。本日は岸本昌延委員が東和の理事会ちょっと重なってい

まますので、欠席ということで届出、出てております。只今の出席委員は１１名であります。定

足数に達しておりますので、東神楽町農業委員会、総会を開会いたします。農業委員会憲章を朗

誦いたします。ご起立願います。今日は１番目になります。私に続いて朗誦願います。ひとつ、

農業委員会は、農業・農業者の代表として誇りと責任ある行動に努めます。ご着席ください。そ

れでは、会長からごあいさつをいただきます。 
 
あいさつ 
会長  それでは、総会に先立ちまして、第２回、通算７０９回の総会の開会に先立ちまして、一言ご

あいさつを申し上げます。ですね。時期も春まじかになってまいりましてですね、皆さんそれぞ

れ仕事を抱えてるかと思いますけれども、お忙しい中総会にご出席いただきましてありがとうご

ざいます。例年でありますとですね、この時期３町合同研修会ってことで東川、美瑛町というこ

とで研修会があるわけなんですけれども、コロナの関係で中止ということでですね、今回は中止

という形になっております。昨年であればですね、昨年これから行われた総会であったりとかで

すね、殆どですね、書面議決で行われていたわけなんですけれども、今年は大分コロナの情報が

分ってきたということもありますので、総会のほう部会の総会であったりそういう総会のほうも

ですね徐々に改善されているということでございます。我々、農業委員会といたしましてもです

ね、今年は道内研修ということで、これから研修のほうも予定もですね組んでいかなければなら

ないと思ってますけれども、このままの推移であればですね、道内研修も可能かなと思っていま

すんで皆さんも多々、期待しています。で、ですね、この間国営がですね、推進委員会の、推進

協議会ですか、そちらのほうの会議出てまいりましたけれども、工事３年目ということですね、

１６６ヘクタールが国営事業が完了したということで、全体の１１パーセントの工事が完了した

ということになっています。ということで、中央下地区ですね。西地区というか、下地区のほう

ですね、メインにやってるんですけれども、国営事業終わって土地が広くなったから皆さん田ん

ぼ作るのかと思いきやですね、思いのほかですね、転作の方が多いと。なかなかお米を作る人が

なかなか厳しくなっていく、厳しくなってる時代なのかなと思います。またですね、このコロナ

禍ですね、様々な商店、飲食店がですね、営業をやめているとかで、時間短縮であったりとかで

すね。消費のほうがですね我々としても伸びないという形になっておりますので、農家といたし

ましても、価格のほうがですね、なかなか安定しないということでちょっと心配な１年ではある

んですけれども、我々としても食料を届けるというような農業の仕事がございますので、ちゃん

とやっていきたいなと思っておりますので、頑張っていきたいと思います。本日もですね、案件

あんまり多くありませんけれども、慎重審議のほどをよろしくお願いいたします。 
 
会議録署名委員 
会長  それでは＜日程第１＞ 会議録署名委員の指名について、本日は１１番、藤田委員。１番、島

田代理。 
 
【報告】概況報告 
会長  続きまして＜日程第２＞ 報告第１号 農業委員会の概況報告について、事務局よりお願いし
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ます。 
土田主事 はい。それでは概況について報告させていただきます。２月８日、あっせん委員会が行われ、

島田代理、伴野農地部会長、大柿委員、栗本委員が出席されております。続きまして２月１６日、

旭東東神楽地区国営事業推進協議会役員会が行われ、小足会長が出席されております。以上です。 
 
【報告】農地法第５条第 1 項第７号の規定による届出 
会長 ＜日程第３＞報告第２号 農地法第５条第１項第７号の規定による届出について、事務局より報

告願います 
土田主事  はい。それでは、報告をさせていただきますが、この件については出てくるのは改正になって

から初めてになると思いますので、軽くご説明を先にさせていただきたいと思います。今回の件、

何の件かというとざっくり言って転用の案件になります。で、転用という言葉自体ですが、農地

を農地以外のものにすることを転用と言います。で、今回の案件については、まあ住宅を建てる

ためということであがってきているんですけれども、その転用というのが、その、どこで転用を

行うのかっていうところで届出なのか許可申請なのかということで変わってきます。で、許可申

請と届出の違いというのは、まず許可申請につきましては、また農業委員会の中で一つ一つ要件

を確認して、それで転用の、ここにとまるので大丈夫だねていうことで許可を下すということに

なるんですが、届出というものに関して今回出てきた届出ですね、ていうものに関しては指定の

内容を書いてその様式を届出さえすれば、許可ではなくてその届出書を出した時点ですね、受理

された時点で、許可相応というものになるというような内容になっております。で、その、許可

申請と届出どこでその違いが出るのかっていうところなんですが、基本的には場所なので、届出

というのは市街化区域って呼ばれているこの辺であれば市街地であったり、ひじり野地区であっ

たりっていうところにある農地を農地以外のものにする際においては届出ってことで事足りる

ということになっております。というのも、市街地の中にまあぽつんとある農地っていうのをず

っと守っていても仕方がないということに由来していると思うんですけれども、そのような場所

に存在する土地については届出であって正しいというか、計画がちゃんとしていれば、許可の審

議をするまでもなく届出で転用可能ということになります。はい。で、後は、ごめんなさい。最

後補足になるんですが、転用にも農地法の４条と５条ということで、分れているところがあるん

ですが、ざっくり申しますと、４条転用というのが自己転用というもので、自分の土地を、自分

で作ってる土地を自分のために転用することを４条の転用と言います。で、５条の転用というの

が、自分以外の誰かの土地を使って、自分のために物を建てる、農地以外のものにするというも

のを５条転用と言います。はい。すごい、ざっくりなんですが、そんな違いで今回は５条転用と

いうことで、内容ちょっと話しちゃうんですが、○○さんの土地を○○さんていう方が所有権移

転ということなので、権利をもらってその土地をもらってそこに家を建てますっていうことにな

るので５条転用ということになっております。はい。内容に移らせていただきます。６番です。

○○。地番○○。地目「田」。面積３３８㎡。こちら民有地となっております。転用の目的といた

しましては住宅建築のため。内容といたしましては、戸建住宅、駐車場、物置、庭を設置する予

定となっております。こちら農用の、農振農用地区域外で、市街化区域内となっております。用

途指定といたしましては、第一種高層住居専用地域。土地の所有者が吉尾ハマ子さん。転用者が

○○さん。こちら、所有権移転で、令和３年１月２６日に受理をし、その旨を令和３年 1 月２６

日に通知しております。以上です。 
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会長 こちら今、説明があったように届出でございますので報告に代えさせていただきます。 
 
【議案】農地法第６条第１項の規定に基づく農地所有適格法人の定期報告 
会長  続きまして＜日程第４＞報告第３号 農地法第６条第１項の規定に基づく農地所有適格法人

の定期報告について、事務局より説明願います。 
土田主事 はい。それでは農地所有適格法人の定期報告についてご報告をさせていただきます。これ、前

回あった時にちょっとご説明していなかったと思うので、軽く説明、何故これをするかというこ

とで説明させていただきます。まず、農地所有適格法人というものは何かというところなんです

が、簡単に言うと農地の権利を持てる法人ということになっております、一般の法人は基本的に

農地の権利を持つことができなくて所有権、自分で実際にその権利を得ることもできないし、借

り受けることも基本的にはできないことになっております。で、その農地所有適格法人になるた

めにはどうしたらいいのかというところで、様々な要件があって、形態要件と呼ばれている、そ

の会社は株式会社なのか、合資合同合名会社なのか、特例有限会社なのか、農事組合法人なのか、

というようなところであったり、後はその構成員って言ってその、法人を構成してる方々ですね、

の要件、何日以上農業に貢献してることだよだとか、後はこの農地の提供をちゃんとしてるんだ

よとか、役員の中でどれだけ働いててどれだけが作業に従事してるのかという内容があります。

で、それを満たし続けてないと農地所有適格法人として形を保つことができなく、そのまま続い

てしまうと農地自体持てなくなってしまうということなので、毎年こうやって要件の確認のため

に、定期報告をいただいているということになります。はい。細かい要件につきましてはまた、

気になる所があればお話させていただこうと思います。はい。それでは、番号１番です。○○。

経営面積２９．９ヘクタール。形態要件といたしましては、特例有限会社となっております。事

業要件といたしまして、生産する農畜産物は小麦。それ以外の事業は行っておりません。構成員

要件といたしまして○○、２５０株。農業従事日数２００日。○○さん、２５０株。農業従事日

数は２００日。業務執行役員要件といたしましては○○さん、代表取締役。農作業従事日数は２

００日。○○さん、取締役。農作業従事日数は２００日となっております。続きまして、番号２

番です。○○。経営面積１４．９ヘクタール。こちら株式会社となっております。生産する農畜

産物は米、ピーマン。関連事業、農業以外の事業はございません。構成員要件といたしましては、

農業関係者として○○さん、１５株。農業従事日数、１５０日。○○さん、１０株。農業従事日

数２７０日。○○さん、１０株。農業従事日数２７０日。○○さん、８株。農業従事日数２７０

日。以下につきましては農業関係以外の方となります。○○さん、１５株。○○さん、１株。○

○さん、１株。次のページに移りまして、○○さん、１株。○○さん、１株。○○さん、１株。

○○さん、１株。○○さん、１株となっております。前のページに戻りまして、業務執行役員要

件といたしまして、○○さん取締役。農作業従事日数１５０日。○○さん、取締役。農作業従事

日数２７０日。○○さん、取締役。農作業従事日数２７０日。○○さん、代表取締役となってお

ります。こちらの件に関してなんですが、内容について少し、掘り下げていきたいと思います。

まず、構成員要件というところなんですが、ここで重要になってくるのがその議決権というもの

になります。議決権というのは何かというと、この何株、何株、何株ということで、ご説明させ

ていただいたんですが、株式会社においては、この株数が多い方が持ってるものについて議決権

となりますので、○○さんでいうと議決権は１５持ってるということになってきます。この中で

大事になってくるのが、農業関係者が構成員の中の半分以上の議決権を有していることっていう
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のが１つの要件になってきます。ですので、この農業関係者っていうのが何を出資しているかっ

ていうことになるんですが、まず、労働力ということで農業従事日数が１５０日以上であること

ということが１つ。後はその、農地を貸したりだとか、寄付したりということで、こちらはなか

なかいないんですが、そういう農地を提供している個人であるだとか、後はその○○さんだとか

いうところになってきます。今回の件に関しましては、農業関係者以外の方のほうが人数は多い

んですが、株の数としては、農業関会社のほうが多いということで過半を超えておりますので、

形態的には問題が無いということになります。また、続いての業務執行役員の要件につきまして

は、この役員になってる方、今回でいうと○○さん、○○さん、○○さん、○○さんの４名にな

っているんですが、この半分以上ですね、が、出資しているということなので構成員であって、

且つ農業に従事している方ということになります。なので、役員が４名いる中で、農業に従事さ

れてないのは代表取締役の○○さん以外は農業に関係しているということになりますんでこち

らは１つ要件がクリアとなります。もう１つが、この中で一人構成員であって且つ農業従事日数

が、あ、違う。役職についていて、農業従事日数が１５０日あって、更に、農作業従事日数が６

０日を超えてる方がこの中に最低一人必要になります。ていうことで、この中にそれを満たすの

は、久保さん、安藤さん、八島さん、３人いるので、一人以上いれば OK という部分についてク

リアしているということになります。という見方をしていくのが、法人の内容になります。後、

他の部分の経営面積については特段要件はありませんし、形態要件につきましては先ほどお話さ

せていただいた株式会社か有限会社か、合資会社、合同会社、合名会社、若しくは農事組合法人

であればその要件を満たします。で、最後事業要件ですね。そちらだけちょっとまあ、なかなか

出てくることは無いんですけれども、事業要件というのが、その法人の行う事業が農業に関係す

る者が半分以上売り上げを占めていなければならないというようなものになります。今回でいう

○○さんでいうと、報告あがってるものとしては米とピーマン生産ということでその他の農業以

外のものが上がってきておりませんので、自動的に過半というか１００パーセントということに

なりますので問題ないことになります。これでよく出てくるのが、○○さん等々については、農

畜産物の生産の他に何でしたっけ着付け教室でしたっけだとかそういった別の事業をやってる

んですけれども、そこら辺の別の事業が農業の売り上げを越していなければ事業要件を満たすと

いうことになってきます。はい。ということで、ちょっと補足でした。というわけで７ページご

覧ください。はい。それでは番号３番です。○○。経営面積が２６．２ヘクタール。形態要件と

いたしましては、特例有限会社。事業要件といたしまして、生産する農畜産物はトマト、水稲、

麦。農業に関連する事業といたしましては直売場となっております。構成員要件といたしまして、

○○さん、１８株。農業従事日数、２５０日。○○さん、７株。農業従事日数１８０日。○○さ

ん、１５株。農業従事日数１５０日。○○さん、１５株。農業従事日数１５０日。業務執行役員

要件といたしまして、○○さん、代表取締役。農作業従事日数、２５０日。○○さん、取締役。

農作業従事日数１８０日となっております。はい。続きまして、４番です。次のページです。番

号４番です。○○。経営面積５９．２ヘクタール。形態要件といたしましては株式会社です。生

産する農畜産物といたしましては、米、秋小麦、小豆、ビート、スイートコーンとなっておりま

す。構成員要件といたしましては○○さん、１５１株。農業従事日数２５０日。○○さん、１４

９株。農業従事日数、２００日。業務執行役員要件といたしまして、○○さん、代表取締役。農

作業従事日数２４０日。○○さん、取締役。農作業従事日数１２０日となっております。最後で

す。番号５番。○○。経営面積２．６ヘクタール。特例有限会社です。生産する農畜産物は小麦。
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構成員要件といたしましては○○さん、１株。農業従事日数、１５０日。○○さん、１株。農業

従事日数、１８０日。○○、５９８株。業務執行役員要件といたしましては○○さん、代表取締

役。農作業従事日数、１５０日。○○さん、取締役。農作業従事日数、１８０日となっておりま

す。以上です。 
会長 報告に代えさせていただきます。 

 
【議案】農地法第１８条第６項の規定による通知 
会長  ＜日程第５＞議案第１号 農地法第１８条第６項の規定による通知について、事務局より説明

願います。 
土田主事 はい。それでは解約についてご説明をさせていただきます。番号４３番です。貸主○○外１名。

借主○○さん。所在○○。地番○○。現況地目「田」ほか３筆。合計面積が３０，８７５㎡。解

約の成立日が２月１日。土地の引渡日が２月２５日。こちら、合意解約で、契約整理のための契

約となっております。当初契約期間や法令につきましては、まず、法令につきましては基盤強化

法なんですが、こちら、契約が２つに分かれておりまして、○○、○○が平成２４年３月２９日

から令和４年３月３１日までの１０年間。で、その下２つ、○○と○○につきましては、平成２

７年３月３１日から、令和７年３月３０日までの１０年間の賃貸借となっておりました。こちら

の件につきましては、○○さんという方と賃貸をしていたところではあったんですけれども、亡

くなりまして、その後、相続されたのが○○さん外１名ということで２人で相続されております。

で、この後また賃貸の内容で出てくるんですけれども、契約が３つに分かれておりまして、今回、

その内の１つがですね、契約の満期を迎えて再契約をするにあたり、全部の契約をまとめて１本

にしてしまった方が分かり易いということで、今回解約がかかっております。以上です。 
会長 農地法第１８条第１項に係る許可を要しないものであることが確認できたため、適法な解約と

いたします。 
 
【議案】農地法第３条の規定による許可申請 
会長  ＜日程第６＞議案第２号 農地法第３条の規定による許可申請について、事務局より説明願い

ます。 
土田主事 はい。それでは農地法第３条の規定による許可申請について、ご説明願いたします。番号１７

番です。所有権移転です。売主が東神楽町。買主が○○さん。所在○○。地番○○。現況地目「田」。

面積が５２８㎡となっております。買主の経営状況につきましては２９４，５７７．３０㎡を耕

作されております。労力総数は２名です。対価といたしましては、２３，２５０円。反当にして

４４，０００円となっております。申請理由といたしましては譲受人の耕作地の一部に含まれて

いるため、譲渡したいということとなっております。こちらについてなんですが、先月の総会で

かかりました○○さんとの売買の中で、近くを売買した例があったんですけれども、図面で言い

ますと、２ページ目、３ページ目をご覧いただければと思います。先日ですね、○○さんと売買

した部分というのがこの○○ということで今回の対象地の上の部分が○○さんが所有されてい

たところで、その下の部分の○○、今回の部分については何故か町有地になっていたというとこ

ろですね。で、今回売買があったので、せっかくなので整理してはどうでしょうかということで、

今回、払下ということになっております。そしてこちらの反当価格の４４，０００円についてで

すが、実際は水張面積にして１５０，０００円にして計算しております。というのがこの○○、
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○○の○○ですねを売買した時にこちらの反当価格は１５０，０００円で動いたというところ

で、この下の○○の部分も若干ですが、水張面積、耕地図のかかってる部分がありまして、そこ

に１５０，０００円をかけて合計が２３，２５０円。それを登記簿面積で割り返した時に、反当

４４，０００円ということになったので、４４，０００円というふうに記載をしております。以

上です。 
会長 担当、大柿委員。 
大柿委員 はい。只今、事務局のほうで説明のあった通りでございます。○○と○○さんの間の中のあっ

せんの中で売り買いの中の図面の中で発見されてしまいまして、発見されたという案件でありま

して、今回○○のほうの○○さんのほうが売り買いの中で求めておりますので、ちょうど共有地

のほうがあんこというか間に入ったような恰好になってしまったので、町のほうには払下をして

いただきまして、これ１枚が関わるような案件でございます。特段問題はないと思いますけど、

よろしくお願いいたします。 
会長 担当委員の説明が終わりました。何かご質問、ご意見はございませんか。 
各委員 （なしとの声） 
会長 はい。無ければ決定いたします。 

 
【議案】農業経営基盤強化法促進法第１８条第１項の規定による農用地利用集積計画の決定 
会長 続きまして＜日程第７＞議案第３号 農業経営基盤強化法促進法第１８条第１項の規定による

農用地利用集積計画の決定について。所有権移転及び利用権設定の新規案件は１件ごとに審議

し、継続案件については変更点のみ説明致します。では、事務局より説明願います。 
土田主事 はい。それでは農用地利用集積計画の決定についてご説明をさせていただきます。所有権移転

関係からです。はい。 
会長 第１５条に規定によりまして、○○委員の退席を求めます。 
土田主事 はい。それでは番号２２番です。所有権の移転を受ける者○○さん。所有権の移転をする者○

○さん。所在○○。地番○○。現況地目「田」。面積が１２，１９７㎡。こちら売買となっており

ます。所有権移転日は本日。対価の支払い期限につきましては３月３１日までとなっております。

売買価格につきましては、５，６００，０００円。反当価格は田で５００，０００円となってお

ります。以上です。 
会長 担当、島田代理。 
島田代理 はい。今、事務局のほうから説明があった通りですけれども、２、３点補足させていただきま

す。で、まず、ここの、ああ、すみません。こちらの土地なんですけれども、こちらが元々○○

さんの土地ではありましたが、これはベストムができるという時の代替地として、○○さんがこ

ちらに土地を所有したものであります。で、こちら所有してから、今○○さんのほうが経営をな

さってますけれども、以前より○○さん、親の代からこちらのほうを賃貸されてましてもう２０

年以上賃貸ということで、相手方には○○さんでいいんじゃないかというところから始まりまし

た。価格なんですけれども、価格今、こちらのほうで今、反当５００，０００円と出ていますけ

れども、こちら５００，０００円の設定なんですけれども、当時、ここの地区、一番いいところ

で、水張４５０，０００円という設定がだいたいであります。ですけれども、こちらの土地です

けれども、まず、条件がいい。水張に、が、今、１町１反２畝ですか。なんですけれども、これ

が２筆。２筆というか、２つの田んぼ。やや１個６反、広く６反の田んぼで、広く真四角で非常
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に作りやすいということと、農道と水利が個人で全部揃ってる。農道が自分のところだけ。ほか

と共用しない。そして、水もすぐ本線に流してる。そこからすぐに取ってきて水もすぐ入るとい

うことで、土地条件も水張も日当たりもよく、非常に良い土地ということで、三者を交えながら

価格の設定をさせていただきましたところ、５００，０００円。ちょっと通常よりは１割ほど高

いんですけれども、５００，０００円で売り買い。どちらも納得した中での５００，０００円と

いうことで設定させていただきました。問題ないと思いますけれども、慎重審議のほどよろしく

お願いいたします。以上です。 
会長 担当委員の説明が終わりましたけれども何かご質問、ご意見はありませんか。 
各委員 （なしとの声） 
会長  無ければ決定いたします。続きまして、番号２３番。 
土田主事 はい。それでは、続いて２３番です。所有権の移転を受ける者○○さん。所有権の移転をする

者○○さん。所在○○。地番○○。現況地目「畑」。面積が２，０７２㎡。こちら売買となってお

ります。所有権移転日は本日。対価の支払い期限は３月３１日までとなっております。売買価格

につきましては、２４８，０００円。反当価格につきましては畑で１２０，０００円となってお

ります。以上です。 
会長 はい。担当、大柿委員。 
大柿委員 はい。只今、事務局のほうで説明があった通りでございます。○○さんにおかれましては高齢

ということで、耕作のほうを断念というか辞める段階で相談されたんですけれど、図面の中で○

○というところ○○さんが耕作されておりまして、L 字にはなるんですけど、耕作はあの、畑を

続けてくれということで、○○さんのほうに相談したところ、買っていただけたという案件でご

ざいます。○○さんにおかれましては後継者もおりますし、特段問題は無いかと思いますけど、

よろしくお願いいたします。 
会長 担当委員からの説明が終わりましたけれども、何かご意見ご質問ございませんか。無ければ決

定いたします。続きまして、利用権設定関係、７８番。 
土田主事 はい。それでは利用権設定です。７８番。利用権の設定を受ける者○○さん。利用権の設定を

する者、公益財団法人北海道農業公社。所在○○。地番○○。現況地目「田」ほか７筆。合計面

積が６１、９９０㎡。こちら貸借権の設定で賃貸借となっております。利用権の設定の始期につ

きましては、２月２４日から令和７年１２月２３日までの５年間となっております。賃借料につ

きましては３８１，０００円。こちらは○○さんが買入された時の１９，０５０，０００円の２

パーセントを設定しております。以上です。 
会長 担当、安藤委員。 
安藤委員 はい。こちら公社の案件でございます。土地のほうなんですけれども、○○区○○さんの土地

ということで、場所が地図は６ページになりますが、どの、３つの団地が分かれているんですが、

どの団地も農道を挟んで、真向かいが○○さんていうことで、優先順位として○○さんが一番最

初に指名させていただきました。今回その話を持って行った際、まあ、この団地全て３つとも○

○さんが買いたいということで、話がまとまり、今回の公社の契約の形になりました。で、○○

さんですか。○○さん、経営を先代から受け継ぎまして誠実な農業をされているところでありま

す。特段問題は無いかと思いますが慎重な審議をよろしくお願いいたします。 
会長 担当委員の説明が終わりましたけれども、何かご意見ご質問ございませんか。無ければ決定い

たします。番号７９番。 
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土田主事 はい。それでは７９番です。利用権の設定を受ける者○○さん。利用権の設定をする者、公益

財団法人北海道農業公社。所在○○。地番○○。現況地目「田」ほか７筆。合計面積が４５，８

７９㎡。こちらも貸借権設定の賃貸借となっております。利用権の設定期間につきましては、本

日２月２４日から、令和７年１２月２３日までの５年間となっております。賃借料につきまして

は３８８，８００円。こちらは前所有者○○さんの買入案件の際についた売買価格１９，９４０，

０００円の２パーセントを設定しております。以上です。 
会長 担当、野々瀬委員。 
野々瀬委員 はい。昨年、○○、○○さんから発行した公社案件になっております。○○さんが、今回も菜

種作付けされているということで、適正だということで○○さんを指名させていただきまして、

公社から５年事業で賃貸借をする案件になりますが、地域の中核的存在のつてもありますし、３

０代の後継者もおりますので、問題無い案件かと思いますが、慎重審議のほうをよろしくお願い

します。 
会長 担当委員からの説明が終わりましたけれども、何かご意見ご質問ございませんか。 
各委員 （ないとの声） 
会長 はい。無ければ決定します。続きまして、番号８０番。 
土田主事 はい。それでは、番号８０番です。利用権の設定を受ける者○○さん。所有権の設定をする者

○○さん。所在○○。地番○○。現況地目「田」ほか３１筆。合計面積が５０，５１４㎡。こち

らも貸借権設定の賃貸借となっております。利用権の設定期間につきましては、令和３年３月１

日から令和１３年２月２８日までの１０年間となっております。賃借料といたしましては、６３

６，０００円。反当価格は田で１３，０００円となっております。こちらの件ですが、○○さん

の○○さんと○○で元々賃値をしていたものが今回、１０年間の満期を迎えることで更新になっ

たんですけれども、今回、○○さんに貸し代えるというような案件になっています。それに伴い

まして、○○さんの経営移譲年金の関係で期間は１０年ということで設定をさせていただいてお

ります。はい。以上です。 
会長 担当、島田委員。代理。 
島田代理 はい。今、只今、事務局のほうから説明があった通りですけれども、多少、補足説明させてい

ただきますと、○○さんなんですけれど、○○さん、農業を高齢ということで退任されたのち、

○○さんのほうに貸しまして、その○○さんも作業委託して初めから○○さんのほうに作業委託

をお願いしていた次第でございます。で、こちらの土地なんですけれども、非常に見ても分る通

り非常にこの地番が入り組んでて非常に分りづらいんですけど、農地に関してはここまでは大変

ではないんですけれども、一部やっぱり、高低差があったりしてなかなか作りづらい。そして、

山際ということで三分の一くらい非常に影になってる。昼頃には大分日陰になる、そういうとこ

ろでございます。で、○○さんにおかれましても、今までずっとこちらの土地を作り続けていて、

使い勝手も分ってらっしゃるので上手に作ってらっしゃいます。で、相手方としては○○さんと

いうことで選ばせていただきましたが、○○さんのほうに関しましても、後継者も入ってきてお

りまして、そちらのほうに関しましても、問題は無いと思いますけれども、慎重審議のほどをよ

ろしくお願いいたします。以上です。 
会長 はい。担当委員の説明が終わりましたけれども、何かご意見ご質問ございませんか。 
各委員 （ないとの声） 
会長 無ければ決定いたします。８１番。 
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土田主事 はい。それでは続きまして、８１番です。利用権の設定を受ける者○○さん。利用権の設置を

する者○○さん。所在字東神楽。地番○○。現況地目「畑」ほか６筆。合計面積が１，９７５．

１５㎡。こちらも貸借権設定の使用貸借となっております。利用権設定期間につきましては、同

じく令和３年３月１日から令和１３年２月２８日までの１０年間となっております。こちら使用

貸借なので、無償となっております。先ほどの件なんですが、元々○○さんと賃貸をされていた

時に関しましてはこちらの畑も一緒に入っての賃貸でありました。で、実態といたしましては畑

の部分については無償ということだったので、今回賃貸借と使用貸借ということで契約が２本に

分かれただけのものです。以上です。 
会長 担当、島田代理。 
島田代理 はい。只今、事務局から説明があった通りですけれども、図面としては○○番と○○番があっ

て、○○番の地目が田の間に○○番の畑がはまり込んでるという形になります。ちょっと分かり

づらいんですけれども、先ほどの補足なんですけれども、住宅地からまっすぐ伸びてるこの道路

が、もと旧町道がありまして、そこに斜めにどちらも農地に属さない広いところがありますけど、

新しく出てきた、何だろう、坂道で、のり面のところも広いのでこれだけ広くなってる形で、先

ほどちょっと説明を忘れたんですけれども、１３，０００円というのは○○さんからの賃貸料と

同じということで補足させていただきます。以上です。 
会長 担当者の説明が終わりましたけれども、何かご意見ご質問ございませんか。 
各委員 （ないとの声） 
会長 無ければ決定いたします。続きまして、番号８２番です。 
土田主事 はい。それでは、８２番です。利用権の設定を受ける者○○さん。利用権の設定をする者○○

外１名。所在○○。地番○○。現況地目「田」ほか６筆。合計面積が５０，３０５㎡。こちらも

貸借権設定で賃貸借の設定となっております。利用権の設定の期間につきましては令和３年２月

２６日から令和７年 1１月３０日までの５年となっております。賃借料につきましては４００，

０００円。反当価格につきましては田で１０，０００円ということとなっております。こちらの

件ですが、この前の審議で出てきました解約の関係ですね。で、契約が３本にばらけているので、

解約して満期の部分と合わせてまとめたというのが今回の契約になっております。以上です。 
会長 担当、伴野委員。 
伴野委員 はい。只今、事務局から説明があった通りでございます。昨年、持ち主の○○の○○さんが亡

くなられ、今回、相続ということで今まで３件にあの分かれていた案件を統一する、そういった

感じでございます。○○さんにおかれましては、後継者もおられ規模拡大に大変意欲的な方でご

ざいます。問題は無かろうと思いますけれど、審議のほどよろしくお願いいたします。 
会長 担当委員からの説明が終わりましたけれども、何かご意見ご質問ございませんか。 
各委員 （ないとの声） 
会長 無ければ決定いたします。続きまして、番号８３番。 
土田主事 はい。続きまして、８３番です。利用権の設定を受ける者○○さん。利用権の設定をする者○

○さん。所在○○。地番○○。現況地目「田」ほか５筆。合計面積が５５，１９４㎡。こちらも

貸借権設定の賃貸借の契約となっております。利用権設定の期間につきましては本日２月２４日

から令和５年１１月３０日の３年間となっております。賃借料につきましては６６６，３８０円。

反当価格につきまして田で１３，０００円となっております。こちらの件なんですが、賃貸借の

満期を迎えて今回また継続というところではあったんですが、また１筆だけちょっと漏れている



11 
 

という案件でして、図面といたしましては１１ページをご覧いただきたいんですが、この中の○

○と○○の間の○○という細い部分ですね。この部分が実際ほ場にはなっているけど、筆として

は入っていなかったということで、その調整で新規に追加しただけの案件です。なので水張面積

も特に変更はないので単純に契約上この筆を入れ混んだだけという意味での新規になります。 
が、今後の考え方についてなんですが、ちょっとこういうふうに筆が漏れてるという案件は今

までちょっとご説明させていただいた通り、少しづつ出てきてはいるので、今実際、ただ契約に

関しては水張面積で契約している以上本人たちの金額等々については何ら変わりがないという

か問題が無いというか部分になってきていてこれだけで新規っていうのもちょっと皆さんの頭

こんがらがってしまうかなと思いますので、今後については、本当に水張面積が増えただとかそ

ういった意味での増加のみ新規案件として取り扱わせていただこうと思っておりますので、今

後、こういう案件につきましては、継続案件として処理をさせていただきたいと思います。以上

です。 
会長 担当、大柿委員。 
大柿委員 はい。只今、事務局のほうで説明があった通りでございます。元々、新規案件ではなくてあの

抜けてるという案件だったんですけれども、○○っていうのが当時、たぶん農道であったのだろ

うということで、このような恰好でちょっと幅広で残ってたんですけど、現実としては今は田と

して、農道が１本残ってるだけです。で、水張のほうも変わってないということで、ほぼ同様の

状態なんですけれども、そのような状態であります。特段問題は無いと思いますけど、よろしく

お願いいたします。 
会長 担当委員の説明が終わりましたけれども、何かご意見ご質問ございませんか。 
各委員 （ないとの声） 
各委員 無ければ決定いたします。続きまして、継続案件。８４番。 
土田主事 はい。それでは、継続案件は変更点のみご説明をさせていただきたいと思います。８４番は変

更はありません。続きまして８５番と８６番なんですが、それぞれ土地が入り組んだ契約になっ

ていたので、ばらしてくっつけてということで、中で調整をしております。で、あとは変わった

部分といたしましては１０年から５年ということで、契約の期間がこちらも１０年から５年にな

っております。で、こちらも１０年の案件につきましては経営移譲年金の関係で１０年の設定を

していたんですけれども、前回の契約の時点で２回目の１０年の設定ということなので、年数の

縛りが外れまして今回５年ということに変更をかけております。はい。で、続きまして、８７番

は変更ありません。続きまして８８番ですが、変更点といたしましては、年数が７年から５年に

なったということが１つと反当価格が１５，０００円から１３，０００円にダウンしたというと

ころになっております。で、続きまして、次のページですね。１８ページの８９番につきまして

は、こちらは新規というか、１部抜けただけではあるんですけれども、管が壊れたということで

持ち主の○○さんがこの１年で直すということなので１部ちょっと返してくれということで契

約が抜けただけの案件となっております。はい。で、最後９０番ですね。９０番につきましては

賃貸が２年から３年に延びております。以上です。 
会長 継続案件ではございますけれども、何かご意見ご質問ございませんか。 
各委員 （ないとの声） 
会長 無ければ決定いたします。 
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【議案】あっせん委員の指名について 
会長  ＜日程第８＞ 議案第４号、あっせん委員の指名について。あっせん委員の指名は会長一任で

よろしいでしょうか。 
各委員 （良いとの声） 
会長 それでは指名いたします。 

島田代理、伴野委員、蒔田委員、岸本委員です。よろしくお願いいたします。 
 
【その他】 
会長 続きまして＜日程第９＞ その他。 
事務局  ①３月総会の日程について 

 ②道内研修（２泊３日）について 
会長 以上を持ちまして、第２回農業委員会総会を閉会いたします。本日は大変お疲れさまでした。 

 
 
 
 
 
 


